
経営比較分析表（令和5年度決算）
埼玉県越谷市　越谷駅東口

業務名 業種名 事業名 類似施設区分 管理者の情報 立地 周辺駐車場の需給実態調査 駐車場使用面積(㎡) グラフ凡例
当該施設値（当該値）

自己資本構成比率(％) 種類 構造 建設後の経過年数(年) 収容台数(台) 一時間当たりの基本料金(円) 指定管理者制度の導入 － 類似施設平均値（平均値）

法非適用 駐車場整備事業 - Ａ１Ｂ１ 非設置 駅 無 9,989 ■

利用料金制 【】 令和5年度全国平均

分析欄

1.収益等の状況 3.利用の状況 1. 収益等の状況について
　平成２４年度に開場した当初は、特別会計にて経
理していたが、想定より利用台数が少なかったこと
などから料金収入が不足したため、一般会計から繰
入を実施した。平成２６年度以降は、利用料金制の
導入と併せて料金体系を見直したことにより収支が
改善したため、繰入は実施していない。
　令和５年度については、料金収入や利用者数が新
型コロナウイルス感染症の拡大前（令和元年度）と
同水準まで回復しつつあり、①収益的収支比率、④
売上高ＧＯＰ比率及び、⑤ＥＢＩＴＤＡのいずれも
前年と比較して、微増となった。
　なお、②他会計補助金比率及び、③駐車台数一台
当たりの他会計補助金額について該当はない。

R01 R02

該当数値なし 届出駐車場 附置義務駐車施設 立体式 11 409 200

R05R04 R05 R01 R02 R03 R04R03 R04 R05 R01 R02 R03

228.4 235.0 236.4 2. 資産等の状況について当該値 251.6 219.1150.7 153.3 当該値 0.0 0.0

平均値 222.3 130.2 136.5 183.5 3,976.9

0.0 0.0 0.0当該値 164.3 140.9 160.1

R03

　地価については、公示価格などを参照して算出し
ており、設備投資見込額については、個別施設計画
に位置付けられた設備について概算費用を算出した
ものである。
　なお、⑩企業債残高対料金収入比率については、
企業債を借り入れていないため該当はない。

3. 利用の状況について
　当駐車場は、平成２４年度に開場し、当初は１か
月あたりの利用台数は約８，０００台であった。
　利用状況については新型コロナウィルス感染症の
影響により令和２年度は落ち込んだが、社会情勢が
安定に向かっていることもあり、令和５年度の駐車
場利用台数は、新型コロナウイルス感染症の拡大前
（令和元年度）と同水準まで回復しつつある。
　今後について、当駐車場の収容台数から勘案する
と、例年の利用台数から大幅な増加は見込まれない
が、引き続き安全で快適に利用できるよう施設の管
理運営に努めていく。

R01 R02 R03 R04 R05 R01 R02

平均値 127.8 105.7 104.3 114.0 114.7平均値 3.1 8.6 4.3 4.2 3.5

R04R04 R05 R01 R02 R03

23,022 33,432 31,368 33,92434.8 当該値 36,603

R05

平均値 26 87 7,646 53 559

29.0 37.5 33.7当該値 0 0 0 0 0 当該値 39.1

平均値 22,466 4,211 10,653 17,717 21,349平均値 13.5 7.1 5.6 18.1 22.7

2.資産等の状況

⑦敷地の地価(千円)
全体総括
　開設当初（平成２４年６月開場）は指定管理者制
度を活用し、特別会計にて運営していた。しかし、
開場から２年間は、駐車場が開場したことに対する
認知が不十分であったことなどにより、利用状況が
当初の想定を下回ったため駐車場の料金収入が想定
よりも不足したことから、不足分の補填を一般会計
から繰り入れていた。
　このような状況を改善するため、平成２６年度に
利用料金制の導入と併せて料金体系を見直し、指定
管理者がもつ民間のノウハウを最大限に活用し、運
営の自由度を高めたことから、利用台数の増加が図
られることで収支が改善したことにより、現在まで
収支は黒字で推移している。
　今後も、引き続き指定管理者と連携しながら、当
駐車場の適正な管理運営に努めていく。

580,980

⑧設備投資見込額(千円)

R01 R02 R03 R04 R05 R01 R02 R03 R04 R05R05

8,000

R01 R02 R03 R04

当該値    0.0 0.0

平均値      平均値  

  当該値 0.0 0.0 0.0当該値      

108.5 136.2 104.8 80.7    平均値 1,263.5
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①収益的収支比率(％)
【1,905.8】
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⑩企業債残高対料金収入比率(％)
【79.0】
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②他会計補助金比率(％)
【3.9】
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③駐車台数一台当たりの他会計補助金額(円)
【127】
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⑪稼働率(％)
【210.9】
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④売上高ＧＯＰ比率(％)
【△55.6】
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⑤ＥＢＩＴＤＡ(千円)
【12,639】

該当数値なし 該当数値なし


